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1. 大学ゼミにおける映像制作演習の枠組み
1.1 映像制作教育の位置づけ
東京情報大学情報文化学科は、「新聞・放送・出
版・インターネット・広告といった諸メディアの特
性、国際交流やNGOといった国際コミュニケーション
の本質など情報社会について学び（中略）また、コン
ピュータグラフィックス（CG）やビデオ作品制作な
ど映像・音声・画像を含めたマルチメディア表現技術
の習得を通じて、メディアを駆使し、新しい情報文化
を創造できる人材を育成（後略）」することを「学科
のねらい」としており、このなかにマスメディア、映
像メディア、マルチメディア、国際文化などのモデル
コースが設定されている。
映像メディアコースでは「映像コミュニケーション
論」「放送論」などの講義科目とならんで、「ビデオ制
作演習」などの演習科目や、３～４年次に履修する専
門ゼミにおいて、学生がビデオカメラやパソコンを駆
使して映像コンテンツを制作する実践的教育がおこな
われている。これらは専門的職能訓練を目的としたも
東京情報大学研究論集 Vol.8 No.1, pp.59-72（2004） 59
大学ゼミにおけるドラマ制作演習
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大学ゼミの演習において、ビデオドラマ『さよならサクラFM』を制作した。本稿では、その企画・
脚本段階、とくにテーマの成立過程やプロットの形成方法をあきらかにして本作の解題を試みるほか、
プロダクション、ポストプロダクションまでの工程を記録する。このような教育実践の要諦、教育の意
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The video drama 'Sayonara SAKURA FM' was made at the university seminar. In this study, we
aimed to explain the process of making this drama by determining its particular steps from the phase
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phase. In addition, we provide a discussion about the secrets, educational meaning and concept of
their practical study at the university seminar.
keyword：education of audio－visual production, university seminar, project study
2004年７月５日受理＊＊東京情報大学総合情報学部情報文化学科
＊＊Tokyo University of Information Sciences, Faculty of Informatics, Department of Media and Cultural Studies
＊＊株式会社プロジェクトウイング（平成15年度東京情報大学経営情報学部情報文化学科卒業）
＊＊Project Wing Corporation
実践報告
のではないが、映像コンテンツ制作の基礎的体験が与
えられることによって、他科目の教育内容とも連関し
つつ、現代人に必須な教養としての映像メディア・リ
テラシーを身につけることができるというものであ
る。
伊藤敏朗ゼミナールにおいては、映像メディア・リ
テラシーの習得を目的として、映像コンテンツの制作
演習を実施している。具体的には、ゼミにはいった３
年次生の前期から夏季休業中にかけ、ゼミ内に幾つか
のグループを設けて作品を作り、これを秋の大学祭
（翔風祭）で発表してきた。これらはビデオカメラで
撮影しパソコンで編集されるビデオドラマだが、われ
われはこれを便宜的に「映画」とよぶことが多い。
1.2 ビデオカメラによる映画（DVシネマ）の制作
「映画」は、“motion picture”の訳語であり、本来
は動画情報全般を指すが、べつに“firm”という言い
方もあるように、フィルムで撮影・上映されるものを
指すという意味からすれば、本ゼミが手がけているよ
うなビデオドラマを「映画」と呼ぶのは妥当ではなか
った。
しかし近年では一般商業映画においても、ビデオカ
メラで撮影され、光ディスクや衛星回線で映画館に供
給され、ビデオプロジェクターで上映公開されるなど
のことが次第におこなわれつつあることから、「ビデ
オで映画を作る」という表現も認知されるところとな
り、「DVシネマ（ディジタルビデオ・シネマ）」とい
う言葉が確立されてきた。こうしたことから、「映画」
という言葉を、その記録媒体がフィルムかビデオかに
は関わらず、「ドラマ」の便宜的な代替語として用い
ることも許される状況となりつつある。
フィルムではなくビデオによって「映画」を作るこ
とは、経費面での利点がおおきいが、教育の場でのビ
デオの優位性は高い。一般にビデオカメラは、フィル
ムカメラよりも機動性に優れ、撮影中の画面のモニタ
リングも可能で、構図や露出・フォーカスの設定・確
認が容易であること、現像が不要なことにより、迅速
なフィードバックが得られること、複製・加工処理も
容易であることなどから作業効率も高く、その余力を
より映像表現そのもの、教育そのものにむけることが
できることなどである。
1.3 ビデオドラマ『さよならサクラFM』製作の概要
2002年度のゼミ生16名と伊藤がスタッフ、キャスト
となって、ビデオドラマ『さよならサクラFM』（DV
ビデオ、58分）を制作した。2001年11月に最初のプロ
ットが完成、2002年１月より、ゼミ生全員によるシナ
リオ会議で推敲をかさね、１月下旬に脚本が完成した。
同時期よりロケハン、大小道具・セット制作などをす
すめ、４月下旬クランクイン、７月に撮了した。９月
から編集を行い、11月に完成した。
本作は、2003年11月、長野県上田市における「うえ
だ城下町映画祭第１回自主制作映画コンテスト部門」
で最高の「大賞」を受賞した。同年12月27日に千葉テ
レビ放送でノーカット放映、2004年３月４日には「千
葉県学生映像シンポジウム2004」のメイン作品として
劇場上映（ワーナー・マイカル・シネマズ市川妙典）
された。このほか本作は、DVD化やインターネット配
信がおこなわれ、またラジオ、テレビ、新聞、雑誌で
紹介されるなどの反響があり、学生自主制作映画とし
て大きな成果をあげた。
本稿では、本作の企画・脚本、とりわけテーマの成
立過程やプロットの形成方法をあきらかにして本作の
解題を試みるほか、プロダクション、ポストプロダク
ションなどの概要を報告する。
2. ビデオドラマ『さよならサクラFM』
のテーマとシナリオ
2.1 プロット成立の経緯
『さよならサクラFM』のプロットのベースになった
のは、この作品の制作にたずさわった年度のゼミ生
（伊藤ゼミ第３回生）の２年上級生にあたる佐藤陽弐
（2001年度卒業）が残した脚本である。これは、高校
の校長と生徒たちの間でくりひろげられる青春コメデ
ィで、生徒たちが校長の私生活を暴露して信用を失墜
させようとするが、校長の真実の姿や生徒への愛情の
強さを知って反省し、結果的に和解するというものだ
った。基本的にはこのプロットが、ほぼそのまま『さ
よならサクラFM』に引き継がれた。
2001年の後期、伊藤の担当科目「映像表現論Ⅱ演習」
において、神村尚之（2002年度卒業）が脚本を手がけ
た『さよならサクラFM』という作品が制作された。
伊藤は、その状況設定が佐藤のプロットの実現に使え
ると考えて最初のプロットを書き、これを神村に示し
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て映画化の承諾を得た（2001年11月）。このように、
本作のプロットは、本学の先輩学生たちと教師とのコ
ラボレーションによって原型が形づくられ、後輩のゼ
ミ生たちが力をあわせて完成させた本学オリジナル作
品である。
2.2 テーマと作風の設定
佐藤プロットの要点は、「人間どうしのコミュニケ
ーションと信頼」というテーマにいきつくもので、登
場人物たちのコミュニケーションギャップからくる対
立と、その後の和解と成長の物語である。
本作では、このようなテーマを物語世界に反映させ
ていく手法として、小さな潰れかけのコミュニティ
FM局という状況のなかに置かれた人間達の関係に小
さなヒビを入れ、「信頼とコミュニケーション」のあ
り方をすこしズラしてみることによって、そこに生じ
る誤解やすれ違いが混乱をふくらませ、ドラマを生み
出すという方法論がとられた。これらの混乱が収拾さ
れて大団円を迎えたとき、登場人物たちに和解と調和
が生まれ、その過程における成長の足跡を示すという
人情喜劇の王道ともいうべきドラマツルギーの実現を
めざした。
本作のストーリーで、社長と行動をともにしていた
女性は、実は社長の妻であったという単純な事実は、
現実であれば、すこし冷静に考えれば解りそうなこと
だし、それが判れば現実にはトラブルもドラマも生ま
れない。しかし本作のなかの登場人物たちは曲解を重
ね極端な行動に突き走る。なかば意識的に曲解し悪乗
りもしていたわけだが、そのような悪ふざけをはじめ
たとたん、それまでくすんでいた彼らが、なにかに弾
かれたように生き生きと行動をはじめ、エネルギーを
発散する姿が笑いと共感を誘う。このあたりの極端な
振幅が本作のコメディーとしてのねらいである。
人間とは一面において、そのようなきわどい情熱で
生きている存在だし、それが間違っていたとしても、
若者がひとつのことに熱中する姿は必ずしも醜いとは
いえない。現実にはともかく、フィクションの世界に
あってみれば、それなりに許される存在、観客の夢が
仮託される存在であり、それはまた現代人の潜在的願
望の解放であるとも言える。あるいはフィクションの
役割とは、こういう精神の解放にこそあるとも言える。
このように本作は、現実性にはこだわらず、ステレ
オタイプに陥ることを恐れず、“真面目なコメディ”
として成立させるという目的をゼミ生全員で確認して
制作に臨んだ。こうした「子供からお年寄りまでが、
安心して楽しめ、笑いあり涙ありの感動娯楽作品」を
めざすという方向性は、学生自主制作映画としてはむ
しろ稀なことであり、ある意味きわめて困難で野心的
な挑戦でもあった。
2.3 シナリオの形成プロセス
本作のプロットとシナリオの作成過程は、一般的な
シナリオ作成工程とも照合しながら述べると、つぎの
ようにまとめることができる。
① 現実世界の観察（主題の発見）
② 物語化のための発想（アイデアの誕生）
③ 情況設定（アイデアの具体化）
④ 作品の方向性（コンセプトとテイスト）
⑤ スケルトン（物語の骨格）
⑥ 物語の視点の設定（物語の切り口の設定）
⑦ プロットのブロック化（構造化）
⑧ プロットの鳥瞰（抑揚のコントロール）
⑨ キャラクター設定（登場人物の設定）
⑩ ストーリーの構築（プロットの完成）
⑪ ダイヤログ（台詞の設定）
⑫ シナリオの完成
①「現実世界の観察（主題の発見）」とは、一般的
には作品が描き出そうとする対象への問題意識のあり
かたであり、作者の持つ知識や教養の広がりの反映で
あり、日常社会への観察力のことである。本作におい
ては、2000年度のゼミ活動のなかで育まれた講師とゼ
ミ生たちとの友情や、グループダイナミズムの面白さ
に佐藤が着目したことがその始まりであった。
②「物語化のための発想（アイデア）」とは、この
ような観察から得られた社会的テーマや人間関係の面
白さを、さらに掘り下げて凝視したり、誇張し戯画化
することで、ひとつのメッセージを含んだ物語に発展
できないかと発想していくことである。
現実のゼミでの、講師と学生たちとの小さな世界を、
「大人のボスに一泡喰わせようとしてたちあがった若
者たちの叛乱と成長」の物語へと大きく象徴化し、
「信頼とコミュニケーション」の問題へと昇華するこ
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とで、物語化できるのではないかと考えた佐藤のアイ
デアがこれにあたる。
③「情況の設定（アイデアの具体化）」とは、この
ようなアイデアが、制作者の手で具体化・映像化する
には、どうすれば可能かを考えるということである。
神村のシナリオは、大学のなかにFM放送局のセット
を作ることで、倒産まぎわのミニ放送局という情況に
おかれた人間たちのドラマを成立させることができる
ことを示した。その情況設定を借りることで、プロッ
トは大きな実現可能性を得ることができた。
④「作品の方向性の設定（コンセプトとテイスト）」
は、本作においては、“現実性にはこだわらず、ステ
レオタイプに陥ることを恐れず、真面目なコメディと
して成立させること”であった。
⑤「スケルトン（物語の骨格）」は、以上のような
経緯から、表１のようにまとまった。
⑥「物語の視点の設定（物語の切り口の設定）」と
して、本作は、佐藤プロットや神村シナリオから大き
く変更して、女性の主人公の目からみた物語とするこ
ととした。そのことで当初のプロットにあった荒々し
さを和らげ、ファンタジーとしてより楽しめる作品に
したいと考えた。
本作では、主人公の少女＜浩子＞は、最初は脇役的
な存在で、少し夢みがちなところのある平凡な少女と
して描かれるが、自分の心境変化や周囲の騒動に巻き
込まれるなかで次第に自我に目覚め、人間的な成長を
とげるという、本作のテーマをもっとも体現する存在
（主役）となっている。
⑦「プロットのブロック化（構造化）」とは、一般
には、起・承・転・結とか序・破・急といわれるよう
に、ストーリーをいくつかのブロックにわけ、それを
重ねて貫くようにして１本の物語を構築することであ
る。それぞれのブロックのことは、「ハコ（ハコ書き）」
「串団子」などと言われることもあるが、ここでは
「構造化」と表現した。
⑧「プロットの鳥瞰（抑揚のコントロール）」とは、
映画の観客の興味がつぎつぎに連続していき、映画が
描き出す世界と同調してくれるように、ストーリーの
全体にリズムを持たせることである。
ハリウッドのシナリオ・ライティングの教科書であ
る、『ハリウッド・リライティング・バイブル』（リン
ダ・シガー著、田中裕之訳、愛育社、2000年）では、
スリーアクト・ストラクチャー（３幕構成）という概
念が説明されており、物語の構成には基本的に、「ビ
ギニング・ミドル・エンド」があり、それぞれの「転
換点（ターニングポイント）」ごとに、物語がひとつ
大きく展開するとしている（図１参照）。同書では、
このようなストーリーの全体を通じた抑揚を、ストー
リーの流れの時間とともに波線グラフのように描きこ
こにアクト１・アクト２・アクト３という３つのアク
ト（場）と山場となる転換点（ターニングポイント）
を設けていくことが推奨されている。
スリーアクトは、ストーリーの全体（メインプロッ
ト）においても、それぞれのアクト（サブプロット）
のなかにも、ひとつのシークエンスのなかにも、設定
されるとしている。ひとつのメイン・プロットが、３
つのアクト（サブ・プロット）で構造化され、それぞ
れのアクトは、さらにその下のアクト（サブ・プロッ
ト）によって構造化されるというように、大から小ま
でのスリーアクト・ストラクチャーの入れ子構造によ
ってストーリーを構築していくことで、映画の物語世
界から観客の興味を離さないようにできるという考え
方である。
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表１『さよならサクラFM』プロットの骨格（スケルトン）
セットアップ 
第1ター ニングポイント 
第2ター ニングポイント 
レゾリュー ション 
クライマックス 
アクト1 アクト2 アクト3
図１　スリーアクト・ストラクチャーの概念図
出所：リンダ・シガー著、田中裕之訳『ハリウッド・リライティ
ング・バイブル』愛育社、2000年（p.43図）
ワンマン社長が経営する弱小FMラジオ局＜サクラFM＞は、業績不
振で社員の士気も低く、放送番組の内容は低俗の極みであった。社
長は独断で新人歌手の売り出しに賭けるが、これが大失敗、会社は
倒産、閉局の危機に直面する。社員たちは、社長の横暴に一致団結
して戦うことを決意、そして偶然に露見した社長のスキャンダルを
ネタに、その社会的地位の息の根をとめにかかる。しかし、そこで
彼らは、社長が実は社員思いの温かい心の持ち主であったことを知
り、反省する。そして社長の名誉回復のために力をあわせる。
本作のプロット構築においては、こうした理論を念
頭において書いたところと、あまり理論的には考えず
に展開していったところもあるが、その構造をふりか
えって見てみると、このようなスリーアクト・ストラ
クチャーの考え方によってうまく記述することができ
ることがわかる（図２参照）。
⑨「キャラクター設定（登場人物の設定）」の段階
では、それぞれの役を演じることになるゼミ生たちの
キャラクターについても観察して、その配役を想定し
ながら登場人物の役割、その人物の存在する意味など
を考えていく。
⑩「ストーリーの構築（プロットの完成）」の段階
で、作品世界の大きな姿が現れる。
⑪「ダイヤログ（台詞の設定）」は、このような登
場人物のキャラクターと状況があたえられたなかで、
物語を実際に進めていくもので、映画のテーマや味わ
いを決定づける。「台詞」の役割には、物語の過去・
現在・未来の状況を説明するもの、その人物の性格や
役割を表出するもの、そこに感情や思想のうごきを表
現するものなどがあり、前後の台詞との関係性におい
て十分に機能するように配置されなければならない。
小説と異なり映画では、基本的に台詞によって物語
を進行していかなくてはならない。そのため小説であ
れば一人称で記述できるような状況を、複数の登場人
物による会話で説明することが多くなる。言いかえれ
ば一人の人間のさまざまな心のはたらきを、複数の登
場人物が「分業」して表現しようとするわけであり、
登場人物の設定は重要である。
本作のなかで、＜P－TAN＞＜橋本＞＜江川＞の存
在は重要なコメディリリーフであり、狂言まわしとし
て状況の説明役を務めている。彼らは、社長の前では
愛想笑いでゴマをするだけでなく、＜江川＞「あれ、
その台詞、橋本さんだけには言われたくないですよ。
社長に拾ってもらって、やっと作家になったような人
にさ。」＜橋本＞「バカ、社長が人気DJだったのなん
て、何十年前のことだと思ってるんだよ。」などと、
会社や人間関係、サクラFMの過去の歴史の片鱗など
について観客に「解説」するという役割を随所で担っ
ていることがわかる。
⑫「シナリオの完成」段階では、以上のように構築
したプロットを、シナリオのルールにもとづいてト書
きと台詞に書き分け、作品の最初の設計図が完成する。
ここから演出プランが検討され、絵コンテが描かれ、
香盤表や日程表が作成される。
3. 『さよならサクラFM』の製作
3.1 プリプロダクション
プリプロダクションとは、制作を始める前段階、準
備段階のことで、本作では以下のような項目にわたっ
て進められた。
① 企画とシナリオ、絵コンテ
② スタッフ・キャストの編成
③ ロケハン
④ 機材準備・機材練習
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図２ 『さよならサラクFM』のプロットの構造
写真１ 『さよならサクラFM』のシナリオ会議
⑤ 演技練習
⑥ 絵コンテ・香盤表・日程表の作成
⑦ 大小道具製作・衣装あわせ
3.2 プロダクション
3.2.1 セット製作
本作の中心舞台であるミニFM局のアナウンスブー
スは、本学総合情報センター１階のバーチャル・スタ
ジオとメディア調整室にまたがるセットを自作した。
これは実際の放送局が借りられないからという理由か
らだけではなく、本作をドラマとして成立させるため
の必要条件でもあった。
自主制作映画においては、ロケーションセット（実
際の場所に行って撮影すること）が多いが、その場合
のカメラポジションは非常に制約される。本作では映
画言語を学習するうえで、カメラが物理的制約をこえ
て、どこにでも存在し得るという、カメラユビキティ
（カメラの遍在性）の原理を学ぶという学習目標も設
定されていたので、たとえ簡単にでも自分たちでセッ
トを制作し、カメラポジションの変更やドリーなどの
使用にあわせてセット壁面を自在に動かして撮る方法
を学ぶことにした。このようなセット撮影の体験なし
には、パースペクティブの減殺効果を生かした映画的
構図の真髄を理解することは困難だからである。
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写真３　衣装あわせ
図３　絵コンテの一部
写真２　ジブクレーンにカメラを装着する機材練習
写真４　サクラFMのスタジオセットの基本的な構図
このシーンのために描かれたプロダクション・デザ
インは、スタジオでマイクを中央して対峙する二人の
女性、＜浩子＞と＜奥さん＞がおり、それを、その奥
の調整室から＜小野＞と＜江川＞が、ガラス越しに見
つめているというものであった。このような構図を現
実のラジオブースで撮ろうとすれば、カメラの「ヒキ」
のポジションを確保することはほとんど不可能であ
る。また、このシーンではカメラがドリーに乗り、カ
ーブレールで二人の女性の姿をまわりこみながら撮影
するという演出をおこなうことになっていたので、セ
ットを建てるほかになかった。そこで幅95センチ高さ
３メートルのベージュ色に塗装した穴あきボードパネ
ルを７枚制作してスタジオの壁にみたて、必要なカメ
ラアングルによって、これらのパネルを適宜移設しな
がら撮影することとした。スタジオは、調整室とガラ
スで隔てられているため、ガラスの正対面となる壁を
暗幕ですべて覆い、カメラクルーが黒ずくめの服装で
作業をおこなった。
制作されたセットは一般観客もセットと気がつか
ず、自然なカット割りと感じて観てくれた。このよう
なカメラユビキティの原理をいかしたアングルは、セ
ットでなければ撮れないものであり、こうした映画独
特の表現技法は、実践の経験を持たなければ理解し難
しいものである。
3.2.2 撮影・録音・照明
カメラは、Ikegami製業務用２／３インチ３CCDビ
デオカメラ（DV－CAMコーダー）HL－DV７Wを使
用した。このカメラにより、９：16アスペクトによる
高品質な収録が行うことができた。
本作は基本的には人間ドラマなので、安定した構図
とカット割りのなかで物語をわかりやすく伝えること
に重点を置いたが、必要に応じて広角レンズや望遠レ
ンズの特性を用いた。たとえば、タイトルバックとな
る橋の上を少年が走るシーンや、モノレールの下で
の＜小野＞が＜浩子＞を見送るシーンなどでは長焦点
レンズを用いたパースペクティブの減殺効果を十分に
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写真５，６，７　スタジオセットの製作風景
写真８　壁パネルを外して部屋の外にカメラを置くと自由
な位置から的確な構図がねらえる
活かしている。
主に使用したカメラ用三脚は、リーベックのLS－
85／DL－55、ジブアームはJB－30、その他ローアン
グル用の特殊三脚などである。
本作ではジブ・クレーンやドリー（レールの上にカ
メラ台を載せて横移動できる装置）などの特機も駆使
して、要所でよくその効果を発揮した。
「最終放送」のシーンでは、＜女性＞が「社長の社
員たちへの思いやり」を語るところで、＜女性＞への
感情移入を促す視点の表現のためにドリー移動装置を
使った。複数の登場人物の表情を、カメラがゆっくり
とまわりこみながらワンカットの中で見せ、緊張感の
なかにも人間性の味わいのある雰囲気を伝えた。
録音は、SONY製の超指向性ガンマイク（ECM672）
１本で収録することを基本とし、マイク出力は、シュ
アー製の２チャンネルポータブルミキサー（FP24）に
入れ、ここで２チャンネル出力に分岐して、カメラ音
声入力の１・２チャンネルにパラレルに入力した。こ
のほか長焦点レンズによる撮影などでは、ピンマイク
（SONY ECM77S）を、出演者の服の中に仕込んで台
詞をひろった。
本作は明るいコメディなので、画面全体を見やすく
明るい、フラッドな照明設計とした。本作の中心舞台
であるスタジオと調整室のシーンも、天井からのバウ
ンス光でほとんどを処理した。ただし、２つの部屋の
登場人物の演技や表情が１カットのなかで明瞭に見え
ることが要求されるカットでは、調整室側の人物の足
もとに100Wの補助ライトを設置して表情が写るよう
にするなど、小さな補助照明装置も随所で用いた。逆
に会社の倒産を知らされた局員たちが落ち込んでいる
シーンでは、点光源のタングステンライトを使って暗
く沈んだ情景描写とした。
メインの照明には６灯式蛍光灯フラッド照明（FL－
６）２灯を主に使用し、そのほかにガソリン発電機、
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写真９　選挙カーのカメラに写る側面はきちんと作られて
いる
写真10 カメラに写らない側面は作られていない
写真11 図書館通用口をサクラFM社屋の入り口に改装
写真12 白煙をあげる車　煙は発煙式の殺虫剤で表現
バッテリーライト、スポットライト（レンズ付500W）、
銀レフなどの照明装置も使用した。夜の公園シーンや、
夜道での車の走行シーン、社屋に社員たちが駆け戻る
シーンなどでは大規模な照明装置が組まれた。
＜浩子＞が、恋人との結婚の夢破れて局に戻ってく
るシーンでは、零細企業の悲哀と、悲嘆にくれる浩子
の心情を重ね合わせて演出するため、社屋の看板の蛍
光灯が切れかかって明滅している情景を作ることにし
た。古い木柱に電灯カバーを取り付け、切れかけの電
灯を探してきてとりつけた。
空間を明るくするだけでなく、暗くすることも照明
の仕事である。社長を拿捕したワゴン車を、扉を閉め
たとたん車内が暗闇になるように車全体を暗幕で覆っ
て遮光したり、リスナーの自宅や寿司屋のシーンでは、
夜の時間の設定を日中に撮影するため、窓を暗幕や黒
ラシャ紙で覆った。
以上のプリプロダクション、プロダクションの製作
記録について表２に示す。
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写真14 長焦点レンズによるパースペクティブの減殺効果
写真13 撮影部のスタッフ
写真15 スパイダードリーを使った撮影
写真16 ジブクレーンを使った撮影
表２『さよならサクラFM』撮影記録（2002年）
3.3 ポストプロダクション
3.3.1 ノンリニア編集
本作の編集には、カノープス社の「DV－Storm編集
システム」を使った。ノンリニア編集には、フレーム
単位の正確な編集が行え、自然な会話場面を演出でき
ること、ビデオフィルタの機能による色調補正や特殊
効果などが行える等の利点がある。
ドラマを編集するとき、カットとカットをただ台詞
の順番通りに並べてもリアルな会話は演出できない。
実際の人間の会話を分析してみると、相手が完全に喋
り終わる前に次々に会話が連なっていくことがわか
る。これを編集で演出するためには、インサートと呼
ばれる技術を使い、前のカットの台詞が終わる前に次
のカットの台詞を、コンマ数秒の単位でわずかに重ね
るという作業をおこなう。この技術は、「音声のズリ
上げ・ズリ下げ」とも呼ばれる。このような技法によ
って、リアルでリズミカルな会話を展開させることが
できる。
図４、図５は、スタジオシーンを編集中のノンリニ
ア編集機のタイムラインの画面で、撮影済のカットを
順番通りに並べた状態（図４）と、これを「音声のズ
リ上げズリ下げ」によって編集した状態（図５）を比
較したものである。これをタイムケージで計測すると、
自然な会話のリズムで編集するには、５フレーム
（５／30秒＝0.16秒）から８フレーム（８／30秒＝0.26
秒）程度を重ねて編集した時に、もっともリズムが良
く、観客をひきこむような演出とすることができるこ
とがわかった。
ビデオフィルタの機能は、太陽の光の加減が刻々と
変わる夕方の撮影などで、各カットの明るさを一定に
調整して、画面の連続性を演出するためなどに用いた。
本作では、アスペクト比（画面のタテ：ヨコの比率）
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写真17 ウィンドジャマーにムートンを被せたガンマイク
写真18 出演者にタイピン型マイクを取り付けた状態（衣
装を着て見えなくする）
図４　各クリップを単純に台詞の順序に並べた場合のノン
リニア編集機のタイムライン
図５　インサート編集を使い音声のズリ上げズリ下げを行
って編集した場合のノンリニア編集機のタイムライ
ン
←＊→の部分は「メインAVトラック」と「インサートAVトラッ
ク」が重なっていることを示す。この部分では、映像は「インサ
ートAVトラック」が再生され、音声は「メインAVトラック」と
「インサートAVトラック」の音声がMIXして再生されるため、映
像カットに対しての音のズリ上げズリ下げという編集技法を使う
ことができる。この編集ポイントでは、前カットの台詞尻と後カ
ットの台詞頭が５fr（５／30sec＝0.16sec.）重なっている。
を直す際にも、ビデオフィルタのPinP（ピクチャー・
イン・ピクチャー）機能を使ったほか、「オールドム
ービー」の機能を使って、撮影時にはビデオ画質であ
った映像を、この段階で、フィルムに似た淡い画質に
加工することを行った。
特殊効果を使ったシーンとしては、＜女性＞と＜銀
行の頭取＞がホテルから出てくるシーンなどがある。
撮影時は女性一人を撮り、＜頭取＞役の男性を、本学
のバーチャルスタジオのブルーバックの前で撮影して
合成し、二人が連れ立って歩いているように見せた。
3.3.2 音楽
作品の冒頭とクライマックスに流れるメインテーマ
「ドリームチャイルド」は伊藤が作曲・演奏した。ア
イドル歌手エリカによる混乱シーンに使用された曲
は、越前屋英明が打ち込みで制作した。その他の挿入
歌として、＜女性＞が最終放送での「おわかれの季節
にふさわしい曲」として、本学のキャンパスソング
『約束～思い出の木』（本学学生だった島田紀行が作詞、
伊藤作曲、中村泰人歌）が用いられている。このほか
のBGMは、フリーCD音楽集から選んだ。
3.3.3 メイキング映像とDVD作成
本作は企画段階からメイキング風景を記録して、こ
れを教材化することを意図しており、最終的に『メイ
キング・オブ・さよならサクラFM』（17分）として完
成された。2003年３月に本作をDVD化した。当初制作
したものは２枚組で、本編のほかの１枚に特典映像を
収めた。これには、「メイキング（17分）」「ゼミ生イ
ンタビュー（16分）」や、NG集、複数の予告編とCM、
絵コンテと実際のシーンとの比較映像などの動画（各
１分～５分）と、プロダクションノート、スタッフ・
キャスト、サイドストーリーなどの静止画が収載され
た。サイドストーリーでは、ドラマの架空の舞台とな
ったサクラ市の俯瞰地図に各ロケ場所のスチル写真が
リンクしており、本編のなかでは描かれなかった人物
設定や地理的状況などがゲーム的に理解できるように
した。その後本作は、大学が広報媒体品として広く頒
布されることになった。図６に、本作のDVD版のメニ
ュー構造を示す。
4. 『さよならサクラFMの』評価
4.1 学内学生による評価
伊藤の授業（情報文化学科２年次履修「映像コミュ
ニケーション論」）のなかで本作を上映し、アンケー
トを回収した（表３参照）。自由記述欄の感想・評価
では、「わかりやすく、面白く、感動した」「技術的に
しっかりしていて、自分の通う大学でここまで本格的
なドラマが制作されたことに感銘をうけた」「映像メ
ディアへの興味が増し、自分でも映像作品を作ってみ
たくなった」というような、本作に感動し良い刺激を
受けたという肯定的評価が多かった。「伝えたい事が
はっきりしており、『信頼』というもの（テーマ）を
感じた。」という、本作のテーマが観客にきちんと伝
わっていたことの証左と思える感想もあった。
いっぽうで、「ストーリーのオチが読めてしまった」、
「音声レベルで聞きづらい箇所があった」などの指摘、
「演技が下手」「笑えない」「退屈なところがある」と
いうような批判もあった。日ごろから刺激の強い映像
になれている若い学生にとっては、スタータレントが
でてくるわけでもない本作のいささか懐古的ともいえ
る作風が退屈なものとして目に映るのも、やむをえな
いことのように思われた。
4.2 学外における評価
本作は、いくつかの学外の映画祭に出品したが、東
京学生映画祭（学生団体による主催）では、オチがよ
める、展開に斬新さが無いなどの感想が多く、本選進
出を果たせなかった。しかし、2003年11月９日、長野
県上田市の「うえだ城下町映画祭」（主催・うえだ城
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『さよならサクラFM』本編（58分） 
大学PR番組（5分） 
動画像 
静止画像 
『メイキング・オブ・サクラFM』（17分） 
予告編 
プロダクションノー ト・ストー リー ・スタッフ表 
サイドストーリ （ースチル集） 
＊枠囲いのセグメントは配布用DVDの収録内容 
CM 
NG集 
スタッフインタビュー 
絵コンテと実際の場面の比較映像 
図６ 『さよならサクラFM』DVD版のメニュー構造
下町映画祭実行委員会：上田市・上田市教育委員会・
上田市マルチメディア情報センター）における第１回
自主制作映画コンテスト部門で、全国から参加した46
作品のなかから、最高の大賞を受賞することができた。
同映画祭の審査員の鈴木伸一氏は本作について、「カ
メラアングルやBGMなど撮影技術はとても優れてい
る。物語を理解してもらおうという気持ちが伝わって
きた」と講評した。難解な自主制作映画が多いなかで、
「明るくて分かりやすいコメディー」を追求した姿勢
が評価され、作品のねらいがうまく伝わったというこ
とであろうと思われた。
コンテスト受賞のニュースは地元新聞や産経新聞千
葉版（11月22日掲載）、NHK－FM千葉（12月３日放
送）などで紹介され、雑誌「ビデオSALON」が、こ
のようなゼミ教育のあり方について特集記事でとりあ
げる（2004年１月号）などの反響もあり、2003年12月
27日には、千葉テレビ放送でノーカット放映された。
放映後に同局に寄せられた葉書による感想では、「予
想以上によくできていた」と褒めるものが多かった。
大学において、このような創作教育を行う意義や、千
葉テレビが放映を決断したことについて評価する意見
が多かった。
うえだ城下町映画祭では、本作を、2004年２月27日、
JR上田駅前の幻灯舎真田坂キネマギャラリーで上映し
たほか、上田市マルチメディア情報センターでも、本
作を含む受賞７作品を２月29日から３月20日まで連続
公開、インターネットにも動画配信された（同３月末
日まで）。2004年３月４日には、ワーナー・マイカ
ル・シネマズ市川妙典にて、本作をメイン作品とする
『千葉県学生映像シンポジウム2004』が開催されて、
本プロジェクトの総括を行った。
このように本作は、学外において多くの成果をあげ、
特に千葉テレビ放送での放映が好意的な反響を呼んだ
ことから、同社との連携業務が構想されることとなっ
て、2004年７月より本学学生による自主制作テレビ番
組『情報大ステーション』の放映開始へと結びついた。
このような実践教育の場が拡がっていくことで、本学
のメディア教育の質もさらに高まるわけであり、その
契機として本作が果たした役割には大きなものがあっ
たと言えるように思う。
5. 教育の成果
本作を通じて、学生たちが映像表現のスキルの面で
も、人間的な面においても、おおきな成長を遂げたも
のと観察される。
スキルの面では、各種機器の操作に習熟し、映画撮
影のスタッフとしての動きを体得できたということが
おおきい。さらに学生たちが如実な進歩を見せたのが、
的確なカット割と、構図などの選択と決断の能力であ
る。シナリオのねらいにそって、どこからどこまでを
１カットで撮るか、そのためにどこにカメラを置くか
ということを考え、構図を決め、作業を進めていくと
いう映像言語能力がメンバー全員に身についたこと
は、本作の後に彼らが制作した作品から確認できたこ
とであった。
本作のスタッフであった学生達に、卒業をひかえた
時期に、「私はゼミで何を学んだか」というエッセイ
を提出してもらった。主なものを以下に示す。
「時間を守ること、約束を守ること、これは当たり
前のことです。伊藤ゼミではさらにそこに発生する責
任やコミュニケーション、またケジメを学びました。
責任というものは今までにほとんど身にしみて感じた
ことはありませんでした。それは友人どうしでは少し
くらいはいいやという雰囲気が生まれるからだとおも
います。しかし映画撮影となれば、機材の準備、時間
厳守、期限までに頼まれたものを作り上げる責任が生
まれます。守らないと前に進まずみんなに迷惑がかか
る。こういった些細なことを責任として実感できるよ
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表３『さよならサクラFM』学内学生アンケート集計
うになったことが社会人としての自覚を芽生えさせて
くれたと思います。」
「ゼミで私が学んだことは、仲間の有難みです。一
人一人に色があり、伊藤ゼミ全体でもとても個性をも
っていたと思います。様々な友達から伊藤ゼミの仲の
良さを羨ましがられることがありますが、本来ゼミは
そうあるべきではないかと思います。」
「ゼミにおける映画製作は、社会に出るための前準
備と位置づけるのが適切であろう。社会で必要なリー
ダーシップ・協調性・計画性・企画力－他のゼミを見
ていると、ゼミでそのような事を学んでいるようには
あまり思えない。周りから破天荒と言われることもあ
る伊藤ゼミだが、人間育成教育としては実は立派なこ
とをしているのではないだろうか。伊藤ゼミは大学生
活の全てであり、今後の人生の最大の糧である。」
以上のように、映像制作教育から学べるもの得られ
るものは、単なるメディア表現の技能習得などといっ
た範囲をこえたものであるという思いを抱くことがで
きる。とはいえ、その本質が何であるか、今後どのよ
うにすべきなのかは未だつかみどころがなく、長い模
索の入り口に立ったに過ぎないとも感じる。
『さよならサクラFM』というプロジェクトは、これ
を学んだ者にとって、たしかになにがしかのものをも
たらしたが、これがどのように総括できるのかについ
ては、われわれがこの体験をこれから先の人生にどう
生かし、どう自らを輝かせていけるかにかかっている。
映像メディアを通じて、人生を、社会を、豊かで幸福
なものにしていくという目標にむかって、これからも
地道な努力を続けていきたい。
6. 考察
6.1 映画制作演習において育成される能力
以上、『さよならサクラFM』をケーススタディとし
て、大学ゼミにおける映画制作教育のあり方について
みてきた。このような実践教育の観察から、ドラマ制
作演習によって育成される能力とは、以下のようにま
とめることができる。
ドラマ制作演習において育成される３つの能力
① 創作・構成能力
② コミュニケーション・プレゼンテーション能力
③ プロジェクト遂行能力
①「創作・構成能力」とは、あるテーマ意識のもと
に、ひとつの時間的表現に沿ったストーリーを論理的
に展開し、メッセージを構成していく能力のことであ
る。自分の思い込みではないノーマルな感性をもち、
若者らしい正義感や情熱のまなざしで社会を見渡し、
問題を発見する力が問われるものでもある。物語（フ
ィクション）の創造とは、現実の役にたたない絵空事
に空想をめぐらすということではなく、わたしたちの
社会を吟味し、めざすべき世界への展望を示すための
きわめて社会的で人間的なはたらきであり、社会にと
って欠くことのできない作用であることを理解する必
要がある。
②「コミュニケーション・プレゼンテーション能力」
は、メディア機器をつかった表現方法の習得という側
面もさることながら、ドラマの出演者や演出者となっ
て、人間の表情や動作のひとつひとつの意味性にたい
する表現力や観察力というものが養われることに大き
な意味があると思われる。他人（登場人物）の心のう
ごきについての想像力を豊かにすることの大切さを理
解する力が育まれる。
③「プロジェクト遂行能力」の育成とは、ドラマと
いう想定的な概念を、それぞれの構成要素にいったん
分解し、現実の制作作業に置き換えて計画・遂行し、
実際のコンテンツとして再構築するということで、そ
の一連のプロセスにおいて、具体的行為をともなう貴
重な学習機会が提供されるという意味である。映画は
総合芸術であるとよくいわれるが、映画制作教育はそ
の意味において、まさに総合的学習と呼ばれるのにふ
さわしい。特にこの制作プロセスにおけるプロダクシ
ョンマネージメント能力の育成というものに、おおき
な到達目的があると考えられる。
6.2 映画制作教育の理念
このように、映画制作というプロジェクト学習は、
現実のビジネスシーンにおいても求められる問題解決
能力の基礎を鍛錬するうえで、大きな効能が認められ
る。その作業の過程で仲間と助け合い、ときに衝突し、
折り合いもつけていくというなかで、仕事の進め方を
知り、リーダーシップや協調性が身についていく。そ
うして自分がひとつのプロジェクトを成し遂げたこと
の達成感は、生涯の糧となることであろう。このよう
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な映画制作教育の理念を２つにまとめれば、
ゼミにおける映画制作教育の理念
① 全人格的陶冶
② 自己効力化
ということになる。本来、大学とは、社会に出るま
えの、このような人間形成の重要な機会であるはずな
のだが、現代の大学の教育場面では、このようなリー
ダーシップの鍛錬、人間的輝きを磨く教育、といった
目標が意識化されることは、意外に少ないのではない
かと思われる。映画制作教育においては、いわば否応
なく、こうした人間形成とコミュニケーションの問題
と向き合い、その解決能力が求められる。「ドラマ」
というものを研究・教育の対象として意識化すること
で、われわれの中に生まれる「ドラマ」が顕在化され
るのだとも言える。これがドラマ制作教育の意義であ
り恩恵だと考えたい。
7. 結語
現実のゼミ教育において、上述のような教育を理想
通りに行うのはたやすいことではない。学生たちはプ
ロジェクトを思うようには完遂できないし、その作品
もたいていは拙く、奇妙であったり、まったくの模倣
かパロディにしか見えないことも少なくない。しかし
ながら、その善し悪しを判定したり、どうすればより
優れた作品を作れるのかといったテクニカルな指導
は、必ずしもゼミ教育における中心的なテーマとは思
われない。
このような創作教育においては、小なりといえども
作品の作者である学生たちの心の中を懐中電灯でまさ
ぐっていくようにして理解につとめ、話しあい、彼ら
の人間性と深く関わっていくことを喜びとし、ともに
悩みながら試行錯誤することを続けていくことが、そ
の要諦であると考えられる。
映像制作という共同作業では学習者の体験が平準化
しにくく、定型的なカリキュラムを編成することも、
教育効果を測定することも容易ではない。成績や資格
や就職といった尺度を持ち込むことも妥当とは思われ
ない。映像づくりを通じてプロダクト・マネージメン
トの方法を体得し、協調性やリーダーシップの鍛錬に
なるという効能については述べたが、それを目的的に
めざすというのも、映像制作教育の本来的意義とはす
こし違うような気がする。
おそらく映像制作の実践は、「教育」という言葉で
はなく、「開発」と呼ぶのがふさわしいのであろう。
なんらかの知の体系を伝授するための「教育」ではな
く、誰もが幼い頃から胸奥に抱いてきた人間的自我の
萌芽が、他者との関係性のなかで次第にふくらんでく
るように支援するというような意味での「開発」であ
る。ここでは便宜的に映像制作教育と呼んだままにす
るが、教員の役割はそれをリードするというよりは伴
走することであり、そのための理念と環境をつくって
いくことのほかにはないと思われる。
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